
第五版にあたって

本書は『これ１冊で、リースの取引、法務、会計（IFRS含む）、税務に
関し、必要な基礎的な知識から最新の実務的な対応まで、幅広く、また深
く理解する』ことを目指し、版を重ねてきましたが、幸いにも読者の皆様
の支持を得て、第五版を上梓することとなりました。
三訂版を発刊以来、会計・税務ついて、その後明らかになった取り扱い

や、実務上の留意点、及びリースに関する新たな取り組みが生じてきまし
た。また、２０１６年１月に国際会計基準（IFRS）の新しい基準（IFRS第１６
号「リース」）が公表されました。
これらの解説を増補して第五版として新たに発刊することとしました。

第五版では、新たに、国際会計基準（IFRS）の新しい基準の解説を加
えるとともに、新たなリース取引の展望も紹介するなど、三訂版を大幅に
改組、再編纂しています。
新たな追加、再編等の主な内容は以下のとおりです。

１．２０１６年１月に公表された国際会計基準（IFRS）の新しい基準（IFRS

第１６号「リース」）を詳しく解説する章を新たに設けたこと。
２．会計について、平成２０年４月１日以降開始事業年度より適用している
最新の会計基準を解説した章（三訂版の第３章）を大幅に加筆、整理
するとともに、それ以前の会計基準（連結含む）、開示を解説した章
（三訂版の第２章、５章、６章）を第五版では削除したこと。
また、新たなリース取引の展望を紹介し、その取り扱いを記すな

ど、新しいリース取引や他の会計基準が会計実務に及ぼす影響を解説
した章（三訂版の第１０章）を、加筆、再編したこと。

３．税務について、平成１９年度税制改正後の最新の税務を解説した章（三
訂版の第９章）を加筆、整理するとともに、それ以前の税制に関して



解説した章（三訂版の第７章、８章）を、読者の参考に資するため巻
末資料として編纂したこと。

４．リースの取引、法務、監査対応について、必要な加筆、整理を施した
こと。

本書が、読者の皆様にとって、リースの取引・法務・税務・会計に係る
統合的な理解と、適切な実務対応のための一助となれれば、望外の幸せで
す。
刊行に当たり、税務研究会の堀様には大変ご助力いただきました。記し

て御礼申し上げます。

平成２９年１月 有限責任監査法人トーマツ 井 上 雅 彦



まえがき（初版）

近年の低成長経済の下、企業間競争はますます激化しており、企業は規
模や売上高ではなく、企業価値を高めそれを最大化することが求められて
います。
そのためには、付加価値の高い財貨やサービスを提供するだけでなく、

財政状態を健全化し、企業自身の体力を回復・維持することが急務となり
ます。
こうしたなか、「資産負債のオフバランス化」を通じて資産負債を圧縮

し資産効率を高めるリース取引や、設備を所有することから生じる「事業
リスク」をヘッジする手段としての新しいリース取引が注目されていま
す。
また、資産の流動化やヘッジ取引に代表される新たな金融手法はここ数

年一層多様化・複雑化しており、金融的機能を有するリース取引において
もその実務や会計処理に大きな影響を及ぼしています。
さらに、現在わが国では国際的な会計基準とギャップがある「ファイナ

ンスリース取引に係る例外的な賃貸借処理」を継続するか否かが議論され
ているところですが、国際会計基準委員会では、従来のオンバランス化の
論理を大きく転換させる新しいアプローチの導入が検討されており、さら
に両者の溝は深まっています。
リースは通常の賃貸借取引とは異なり、多分に金融的な側面をもつ特別

な契約です。リース取引を有効に活用し、実態に応じた適切な会計処理・
税務処理をするためには、その法律上、会計上、税務上の取扱いを、最近
の動向も含め、十分に理解する必要があります。
そこで、本書はリースに関する法律、会計、税務の主要な論点や最新の

動向を網羅し、これらを相互に関連付けて解説することで、これ一冊でリー
ス取引実務に必要な知識を身につけられるよう工夫しました。



本書の特徴は以下のとおりです。
① 本書の中心となる会計については、現行のリース会計基準の取扱い
だけでなく、金融商品会計や減損会計など最新の会計基準とリース
会計基準との関係をわかりやすく解説しました。

② リース取引に関わる会計処理や税務処理を実際の実務の流れに沿っ
てできるだけ詳しく、また、網羅的に解説しました。

③ 借手だけでなく貸手の立場からの会計処理や税務処理についても重
要な論点を中心に解説しました。

④ 設例、図表、仕訳などを多用し、会計処理や税務処理に至るまでの
計算過程や背景にある考え方を分かりやすく解説しました。

⑤ 法律面はリース取引を理解うえで必要な基本的論点に絞って解説し
ました。

⑥ 関連する重要な用語を「キーワード」として整理し、キーワードを
コンパクトに解説することで理解の助けとしました。

企業の財務、経理担当者をはじめ広く実務に携わる方々が、リース取引
に関する実務上の取扱いを理解するうえで本書が少しでもお役に立てば幸
甚です。
本書の刊行に当たっては、税務研究会の小島祥一編集長と桑原妙枝子さ

んに大変お世話になりました。記して感謝します。

平成１７年３月
公認会計士 井 上 雅 彦
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第1章

リース取引の仕組みと
リースに関する
基本的な法律関係



1 リース取引の仕組み

⑴ リースとは

リース（Lease）とはもともと英語で「賃貸借」や「賃貸借契約」を意
味し、動産、不動産に係る賃貸借もリースと呼んでいます。一方、日本で
は、一般的にリースとは、「企業が機械設備等を導入するに当たって、代
わりにリース会社が購入し、当該企業に対して比較的長期にわたり一定の
リース料を受け取ることを条件に、当該物件を賃貸する取引」とされ、一
般的な賃貸借よりも狭い意味で使われています。この定義は、⑵で解説す
る「ファイナンスリース」とほぼ同義です。
リースは、法的には民法上の「賃貸借契約」ですが、経済的実態として

は「金融的側面」を有しています。リース会社は、一つのユーザーが選定
した物件をユーザーに代わって調達するための資金供給を行い、その投下
資金をリース期間にわたるリース料の収受を通じて回収します。このた
め、原則として中途解約は認められず、これは一般の賃貸借にはないリー
スの特徴となっています。

⑵ リースの分類

リース契約にはさまざまな種類や形態があり一様ではありませんが、取
引の法的性格や経済的効果に着目して、典型的な契約の種類を分類すると
次のとおりです。
① ファイナンスリース

ファイナンスリースとは、ユーザーが必要な物件の購入資金を供給する
代わりに、リース会社が物件を購入しユーザーに貸与するもので、「お金
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の融通＝金融」の代わりに、それと実質的に同じ意味をもつ「物件の融通
＝物融」を行うリース契約です。
ファイナンスリースとは、比較的長いリース期間を設定し、リース料総

額がリース物件の取得価額及び金利、税金、保険料等の諸費用のおおむね
全額を回収する（これを「フルペイアウト」という。）ようにリース料を
設定し、かつ、実質的に中途解約を禁止したリース契約です。リース物件
の適格性に特に制約はなく汎用性のないものも対象となります。また、
リース会社は物件に係るリスクを負わず、物件の保守、管理費用はユー
ザーの負担となります。
ファイナンスリースの本質は金融的な機能にあるため、賃貸借としては

特殊な契約になります。現状では、わが国のリース契約はその大半がファ
イナンスリースといわれており、リースといえば、通常、このファイナン
スリースを指します。
② オペレーティングリース

ファイナンスリース以外のリースを総称してオペレーティングリースと
いいます。ファイナンスリースは、フルペイアウトや中途解約不能という
特徴をもち、金融的性格が強いリース契約です。一方、オペレーティング
リースは、物件を必要とする期間に応じて使用できる賃貸借契約で、ユー
ザーが予告期間を経て自由に解約できることも多くみられるリース契約で
す。オペレーティングリースでは、リース会社は物件価額と諸費用の全額
を一つのユーザーから回収しない（これを「ノンフルペイアウト」とい
う。）ケースも多くみられます。
この意味で、オペレーティングリースは、金融的色彩は薄く、「物件の
使用」や「サービスの提供」に重点をおいた「本来の賃貸借取引」といえ
ます。
ファイナンスリースが特定のユーザーを対象とし汎用性のない物件も取

り扱うのに対し、オペレーティングリースは、不特定多数のユーザーを対
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象に汎用性の高い物件を取り扱います。リース会社が投下資金を回収する
ためには、物件を中古市場で売却するか、あるいは、代わりのユーザーに
再リースする必要があるため、対象となる物件は、自動車、航空機、船舶、
建設機械、一部のコンピューターなどに限られます。
米国等においてはコンピューターや自動車等活発な中古市場が存在しま

すが、わが国では、自動車等一部を除いて、現状では中古市場はまだ発展
途上のようです。また、急速な技術革新の進展に伴い、物件の陳腐化リス
クや残価リスクの問題も生じます。このため、日本では、これまでオペレー
ティングリースの利用はあまり多くなくリース会社の取り組みも限定的で
したが、最近オペレーティングリースを利用した新たな商品が開発されて
います（第４章参照）。

リース契約は基本的に以上の①、②に分類されますが、さまざまなユー
ザーニーズを反映して多様なリース取引が設計され商品化されています。
次の③～⑧にその例を挙げます。

③ メインテナンスリース

リース契約の中には、リース会社が物件の賃貸だけでなく、保守、管理、
修繕などのメインテナンスのサービスを行うことが付加されたものがあり
ます。これをメインテナンスリースといいます。メインテナンスリースで
は、物件の所有に伴うすべての保守、サービスをリース会社が行うため、
煩雑な管理を伴う自動車等を対象とするリース取引に多く利用されていま
す。
④ レバレッジドリース（第４章参照）
レバレッジドリースとは、賃貸人が複数の投資家から資金提供を受け、
これをてこ（レバレッジ）に航空機、船舶等の大型物件を取得して当該物
件をユーザーにリースする取引です。レバレッジドリースでは、長いリー
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ス期間を設定してリース料を低く抑えたうえで、リース資産の減価償却を
定率法で行い、借入金の金利負担とともに費用化します。これにより、
リース期間の前半で損失が生じ、これを本業の利益と通算することで、投
資家は税負担の軽減を図ることができます。一方、賃借人にも投資家の節
税メリットの一部がリース料の低減として還元されます。航空会社の多く
は、このレバレッジドリースを利用して航空機を導入してきました。レバ
レッジドリース取引のほとんどがファイナンスリースですが、平成１０年度
の税制改正により、日本から海外へのファイナンスリースにつき、資産の
償却方法がリース期間定額法に限定されたため、レバレッジドリースのメ

◆ Keyword ◆

● レバレッジドリース
ユーザーが必要な資産を購入する代わりに、リース会社等がそれを購入

し、ユーザーにリースするというファイナンスリース取引のひとつで、購入
資金の一部が借入金で賄われているもの。具体的には、航空機などの大型物
件につき、複数の投資家がリース会社等の設立した特別目的会社（SPC）に
出資し、その特別目的会社が数年間損失を先行計上する（長いリース期間を
設定し毎期の受取リース料を抑えるとともに減価償却を定率法で行うことに
より損失計上する）ことで、投資家が出資金に応じた損失を先取計上し、法
人税の支払いを繰り延べる仕組みのリース取引。投資家にとっては節税メ
リットがあり、それをユーザーにも還元するため、低額なリース料を提供で
きる。国内外の航空会社などが利用している。

● リース期間定額法
リース期間を償却年数として、リース期間終了時の処分見積価額を残存価

額（リース終了時のリース物件の評価額）とする定額法。定額で計上される
リース料収入に対して、リース原価のうち重要な金額を占める減価償却費が
定額で計上されるため、費用収益の対応を図ることができる。このため、会
計上の減価償却の方法として合理的な方法とされる。
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リットは減殺されました。
⑤ ベンダーリース

ベンダーリースは、「提携リース」とも呼ばれ、販売会社（サプライヤー）
がリース会社を代行して、リース取引の内容説明や契約手続を行う取引
で、そのほとんどはファイナンスリース取引です。ベンダーリースは比較
的少額の物件を対象とすることが一般的です。
⑥ パッケージリース

パッケージリースは、「プロジェクトリース」「セットリース」「コンサ
ルティングリース」とも呼ばれ、機械設備のファイナンスリースに、土地
建物等の不動産の賃貸借、事業資金の融資等の取引を加えた複合取引で
す。主にホテル、病院、工場、スーパーマーケット、レストラン等の大規
模な建物を建設する際に利用されます。ユーザーは、リース取引に加え、
不動産の賃貸借取引や事業資金の借入れが同時に行えるというメリットが
あります。
⑦ 転リース

リース契約上、リース物件の所有権侵害に関する禁止条項があることが
一般的なため、原則として、賃借人はリース物件を第三者に転貸すること
はできません。一方、リース会社の事前承諾を得られれば、転貸先を明示
してリース物件を転貸することが可能です。これを転リース（転貸リース）
といいます。転リースは、主として、リース料の回収事務や資金負担を軽
減する目的で利用されています（第７章参照）。

◆ Keyword ◆ 転リース（転貸リース）

リース物件がさらに第三者にリースされる取引をいう。リース契約では、
通常、転貸を禁じており、転貸する場合は、ユーザーはリース会社の承諾が
必要となる。
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